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可
能
で
す
が
、

こ
の
場
合
、

補
助
金
額
の

上
限
額
は
　１５

万
円
と
な
り

ま
す
。

●
申
し
込
み
　

排
水
設
備
工
事

と
併
せ
て
申
し

込
み
く
だ
さ
い

　
本
市
の
下
水
道
事
業
は
、
今
年

４
月
１
日
現
在
で
、
供
用
面
積
１

９
４
６
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
普
及
率
　
・
６９

５
％
を
達
成
し
ま
し
た
。

　
下
水
道
は
、
生
活
排
水
な
ど
の

汚
れ
た
水
を
き
れ
い
に
し
て
、
川

や
海
へ
放
流
し
、
悪
臭
や
蚊
な
ど

の
発
生
を
抑
え
る
こ
と
で
、
生
活

環
境
を
快
適
に
し
て
い
ま
す
。

　
下
水
道
は
、
多
く
の
人
が
利
用

し
な
く
て
は
、
そ
の
力
を
発
揮
で

き
ま
せ
ん
。
一
日
も
早
く
下
水
道

に
接
続
し
、
き
れ
い
な
川
や
海
を

未
来
へ
残
し
ま
し
ょ
う
。

　
よ
り
多
く
の
み
な
さ
ん
に
、
下

水
道
の
役
割
を
理
解
し
て
い
た
だ

く
た
め
、
下
水
道
の
日
に
啓
発
活

動
を
実
施
し
ま
す
。

●
と
き
　
９
月
　
日
晶
午
後
４
時

１０

●
と
こ
ろ
　
ア
ピ
タ
安
城
南
店

■
雨
水
貯
留
槽
改
造
工
事
費
を
補

助　
下
水
道
接
続
に
よ
り
不
要
に
な

っ
た
浄
化
槽
を
、
雨
水
貯
留
槽
と

し
て
使
用
す
る
人
に
、
改
造
工
事

費
を
補
助
し
ま
す
。

　
こ
の
制
度
は
、
既
設
浄
化
槽
の

有
効
利
用
を
目
的
と
し
、
ま
た
、

転
用
し
て
利
用
す
る
こ
と
で
、
次

の
よ
う
な
利
点
お
よ
び
効
果
が
あ

り
ま
す
。

①
浄
化
槽
を
再
利
用
す
る
こ
と
で
、

ご
み
を
減
ら
す
こ
と
が
で
き
る

②
貯
水
の
活
用
に
よ
り
、
水
道
水

の
節
水
と
下
水
道
使
用
量
の
節

約
が
で
き
る

③
宅
地
内
で
雨
水
を
一
時
的
に
溜

め
る
こ
と
で
、
雨
水
の
流
出
を

抑
え
、
河
川
へ
の
負
担
が
軽
減

で
き
る

④
災
害
時
に
お
け
る
代
替
水
源
と

し
て
利
用
で
き
る

●
補
助
金
額
　
浄
化
槽
転
用
工
事

に
要
し
た
経
費
に
３
分
の
２
を
乗

じ
た
額（
千
円
未
満
切
り
捨
て
）

※
雨
水
貯
留
槽
の
貯
留
量
に
よ
り

上
限
額（
右
下
表
参
照
）を
定
め

て
い
ま
す
。

※
土
木
課
で
補
助
を
し
て
い
る
雨

水
浸
透
施
設
設
置
と
の
併
用
も

■問 
▼
下
水
道
管
理
課

（
緯〈
　
〉２
２
５
８
）

７１

■
木
造
住
宅
耐
震
改
修
費
補
助

●
対
象
　
耐
震
診
断
の
判
定
値
が

基
準
値
未
満
の
住
宅
。
耐
震
改
修

工
事
の
内
容
に
よ
り
、
一
般
型
と

簡
易
型
の
２
種
類
が
あ
り
ま
す

●
補
助
金
額
　

一
般
型
糸
　
万
円

８５

（
対
象
経
費
が
　
万
円
を
下
回
る

８５

場
合
は
、
当
該
経
費
の
額
）　
簡

易
型
糸
対
象
経
費
の
２
分
の
１

（
上
限
　
万
円
）

３０

●
そ
の
他
　
一
般
型
は
、
所
得
税
・

固
定
資
産
税
の
控
除
あ
り

■
非
木
造
住
宅
耐
震
診
断

●
対
象
　
昭
和
　
年
５
月
　
日
以

５６

３１

前
に
着
工
し
た
、
旧
建
築
基
準
で

非
木
造
の
分
譲
共
同
住
宅

■
非
木
造
住
宅
耐
震
改
修
費
補
助

●
対
象
　
耐
震
診
断
の
結
果
、
地

震
に
対
し
て
安
全
な
構
造
で
な
い

と
判
断
さ
れ
た
建
物

※
非
木
造
の
耐
震
診
断
・
耐
震
改

修
費
補
助
は
、
と
も
に
事
前
相

談
・
承
認
が
必
要
。

　
今
年
度
と
来
年
度
の
２
年
間
に

限
り
、
木
造
住
宅
耐
震
改
修
費
補

助
（
一
般
型
）の
補
助
金
額
の
上
限

を
、
　

万
円
か
ら
　

万
円
に
増
額

６０

８５

し
て
い
ま
す
。
家
が
地
震
で
倒
壊

し
な
い
よ
う
に
備
え
ま
し
ょ
う
。

■
木
造
住
宅
無
料
耐
震
診
断

●
対
象
　
昭
和
　
年
５
月
　
日
以

５６

３１

前
に
着
工
し
た
、
２
階
建
て
以
下

で
在
来
の
木
造
軸
組
工
法
ま
た
は

伝
統
工
法
の
住
宅（
プ
レ
ハ
ブ
、

ツ
ー
バ
イ
フ
ォ
ー
な
ど
の
特
殊
工

法
を
除
く
）

■問 
▼
建
築
課

（
緯〈
　
〉２
２
４
１
）

７１

補助金の
上限額

雨水貯留槽
の貯留量

７万５０００円３弱未満
１０万円３弱以上１０弱未満
１５万円１０弱以上

耐
震
改
修
を
進
め
ま
し
ょ
う

９
月
　

日
晶
は
下
水
道
の
日

１０

筋筋交い補筋交い補強強金物補金物補強強

　
安
城
公
園
に
や
っ
て
き
た
ポ
ニ

ー
の
名
前
が
、「
さ
く
ら
」に
決
定

し
ま
し
た
。
本
紙
７
月
１
日
号
の

募
集
に
対
し
、
　

件
を
超
え
る
応

６００

募
の
中
で
、
最
も
多
か
っ
た
名
前

で
す
。
今
後
は
、
名
前
を
呼
ん
で
、

仲
良
く
し
て
あ
げ
て
く
だ
さ
い
。

た
く
さ
ん
の
応
募
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

■
入
居
待
機
型
市
営
住
宅

　
入
居
の
順
番
が
回
っ
て
き
た
場

合
に
入
居
で
き
ま
す
。
各
住
宅
の

入
居
待
機
者
数
は
左
表
１
の
と
お

り
で
す
。

●
募
集
期
間
　

捷
～
晶
午
前
９
時

～
午
後
５
時（
抄
承
、
年
末
年
始

を
除
く
）

●
申
し
込
み
　
提
出
書
類
な
ど
が

あ
り
ま
す
の
で
、
事
前
に
必
ず
建

築
課
で
説
明
を
受
け
て
く
だ
さ
い

※
申
込
案
内
書
は
、
同
課
で
配
布
。

■
抽
せ
ん
で
募
集
す
る
市
営
住
宅

　
左
表
２
の
と
お
り
で
す
。

●
申
し
込
み
　
９
月
６
日
捷
～
　１０

日
晶
午
前
９
時
～
午
後
５
時
に
直

接
建
築
課
へ

表１　入居待機型市営住宅一覧

間取り待機者数住宅名間取り待機者数住宅名

３ＤＫ
募集
停止中

荒曽根
（住吉町）２ＤＫ０

広畔
（安城町）

３ＤＫ５
新田北

（新田町）２ＤＫ３
新田

（新明町）

３ＤＫ６
小根

（今池町）３ＤＫ
募集
停止中

大山田東
（大東町）

３ＤＫ６
門原

（桜井町）３ＤＫ
募集
停止中

飛越
（明治本町）

３ＤＫ５
大山田上
（池浦町）３ＤＫ３

池浦Ａ・Ｂ
（池浦町）

３ＤＫ０
小川

（小川町）
※待機者数は、７月３１日現在。募集停止中の住宅は今回抽せんで募集。

　
ま
だ
申
請
し
て
い
な
い
人
は
、

９
月
　

日
昭
ま
で
に
必
ず
申
請
し

３０

て
く
だ
さ
い
。
申
請
が
な
い
場
合
、

４
月
に
さ
か
の
ぼ
っ
て
支
給
で
き

ず
に
、
申
請
の
翌
月
か
ら
の
支
給

と
な
り
ま
す
。

　
公
務
員
の
人
は
、
勤
務
先
に
問

い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

●
対
象
　
次
の
①
～
③
に
該
当
す

る
人（
単
身
赴
任
な
ど
で
安
城
市

に
住
民
票
が
あ
る
人
を
含
む
）

①
今
年
度
、
中
学
３
年
生
ま
で
の

子
ど
も
を
養
育
し
、
所
得
制
限

な
ど
の
理
由
で
今
ま
で
手
当
を

受
け
て
い
な
か
っ
た
子
ど
も
が

い
る
人

②
前
年
度
、
児
童
手
当
を
受
給
し
、

今
年
度
中
学
２
年
生
と
３
年
生

の
子
ど
も
が
い
る
人

③
前
年
度
、
児
童
手
当
を
受
給
し
、

現
況
届
未
提
出
な
ど
の
理
由
で

差
し
止
め
・
保
留
と
な
っ
て
い

る
人
な
ど

子
ど
も
手
当
の
申
請
は

９
月
末
ま
で
に

ポ
ニ
ー
の
愛
称
決
定

■問 
▼
子
ど
も
課

（
緯〈
　
〉２
２
２
７
）

７１

※
申
込
案
内
書
は
同
課
で
配
布
。

入
居
資
格
に
該
当
す
る
こ
と
を

確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

※
今
回
募
集
す
る
市
営
住
宅
に
、

単
身
で
入
居
で
き
る
も
の
は
あ

り
ま
せ
ん
。

■問 
▼
建
築
課

（
緯〈
　
〉２
２
４
０
）

７１

■問 
▼
公
園
緑
地
課

（
緯〈
　
〉２
２
４
４
）

７１

表２　今回抽せんで募集する市営住宅

家賃（月額）間取り建設年度部屋番号住宅名

１万２８００円～２万５１００円３ＤＫ昭和４９年Ａ－３０６大山田東
（大東町）

１万４９００円～２万９２００円３ＤＫ昭和５２年Ｄ－４０１大山田東
（大東町）

１万６２００円～３万１９００円３ＤＫ昭和５４年Ａ－１０５飛越
（明治本町）

１万６２００円～３万１９００円３ＤＫ昭和５４年Ａ－２０３飛越
（明治本町）

１万５８００円～３万１１００円３ＤＫ昭和５５年Ｂ－３０３飛越
（明治本町）

２万１６００円～４万２５００円３ＤＫ昭和６２年Ｂ－２０３荒曽根
（住吉町）

市
営
住
宅
入
居
者
募
集
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妊
娠
中
の
生
活
や
育
児
に
つ
い

て
、
体
験
し
な
が
ら
学
び
ま
す
。

●
と
き
　
　
月
２
日
松
午
前
９
時

１０

　
分
～
正
午

２０●
対
象
　
妊
婦
と
そ
の
夫

●
申
し
込
み
　

要
予
約
の
場
合
糸

９
月
６
日
捷
～
　
日
晶（
松
掌
抄

２４

を
除
く
）に
、
電
話
で
市
保
健
セ

ン
タ
ー（
緯〈
　
〉１
１
３
３
）へ

７６

そ
れ
以
外
糸
当
日
午
前
９
時
　
分
１０

～
　
時
に
直
接
同
セ
ン
タ
ー
へ

１１
※
い
ず
れ
も
先
着
順
。

■
赤
ち
ゃ
ん
体
操
と
交
流
コ
ー
ナ

ー（
要
予
約
）

●
時
間
　
午
前
９
時
　
分
・
　
時

２０

１０

　
分
４０※

所
要
時
間
１
時
間
　
分
。

１０

●
内
容
　
赤
ち
ゃ
ん
体
操
の
見
学

と
、
赤
ち
ゃ
ん
の
お
父
さ
ん
・
お

母
さ
ん
か
ら
、
妊
娠
・
出
産
・
育

児
の
体
験
談
を
聞
き
ま
す
。

　
な
お
、
高
校
生
が
、
命
の
大
切

さ
を
学
ぶ
機
会
と
し
て
、
一
緒
に

参
加
し
ま
す

●
定
員
　
各
　
組
１０

■
抱
っ
こ
と
オ
ム
ツ
交
換
コ
ー
ナ

ー（
要
予
約
）

●
時
間
　
午
前
９
時
　
分
・
　
時
・

３０

１０

　
時
　
分
・
　
時

１０

３０

１１

※
所
要
時
間
　
分
。

１５

●
内
容
　
赤
ち
ゃ
ん
人
形
を
使
い
、

抱
っ
こ
と
オ
ム
ツ
交
換
を
体
験
し

ま
す

●
定
員
　
各
　
組
１２

■
妊
婦
疑
似
体
験
コ
ー
ナ
ー

●
時
間
　
午
前
９
時
　
分
～
正
午

３０

●
内
容
　
妊
婦
体
験
ジ
ャ
ケ
ッ
ト

を
着
用
し
、
妊
婦
の
日
常
生
活
を

体
験
し
ま
す

■
歯
の
コ
ー
ナ
ー

●
時
間
　
午
前
９
時
　
分
・
　
時
・

３０

１０

　
時
　
分
・
　
時
　
分
・
　
時
　

１０

２０

１０

４５

１１

１０

分
・
　
時
　
分

１１

３５

※
所
要
時
間
約
　
分
。

１５

●
内
容
　
赤
ち
ゃ
ん
の
歯
を
む
し

歯
か
ら
守
る
た
め
に
、
ど
う
し
た

ら
よ
い
か
の
話

※
参
加
者
に
、
む
し
歯
菌
を
簡
単

に
確
認
で
き
る
唾
液
テ
ス
ト
キ

ッ
ト
を
差
し
上
げ
ま
す
。

■
栄
養
の
コ
ー
ナ
ー

●
時
間
　
午
前
９
時
　
分
・
　
時

４５

１０

　
分
・
　
時
　
分
・
　
時
　
分

１５

１０

４５

１１

１５

※
所
要
時
間
約
　
分
。

１５

●
内
容
　
栄
養
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ

た
食
事
に
つ
い
て
、
料
理
カ
ー
ド

を
使
っ
て
簡
単
に
学
び
ま
す

■
展
示
コ
ー
ナ
ー

●
時
間
　
午
前
９
時
　
分
～
正
午

３０

●
内
容
　
赤
ち
ゃ
ん
の
事
故
予
防
・

知
っ
て
お
く
と
あ
わ
て
な
い
家
族

風
呂
の
注
意
事
項
・
妊
娠
中
や
産

後
の
生
活
で
気
を
つ
け
た
い
こ
と

に
つ
い
て
の
展
示

■問 
▼
市
保
健
セ
ン
タ
ー

（
緯〈
　
〉１
１
３
３
）

７６

　
今
年
度
、
旧
安
城
保
育
園
（
大

東
町
地
内
）
を
改
修
し
、
子
育
て

支
援
総
合
拠
点
施
設
と
し
ま
す
。

そ
こ
で
、
子
ど
も
た
ち
を
地
域
で

育
む
子
育
て
支
援
の
施
設
に
ふ
さ

わ
し
く
、
親
し
み
が
あ
り
、
呼
び

や
す
い
愛
称
を
募
集
し
ま
す
。
採

用
さ
れ
た
人
に
は
、
記
念
品
を
差

し
上
げ
ま
す
。

●
施
設
概
要
　
子
育
て
中
の
親
子

が
気
軽
に
集
う
こ
と
が
で
き
る
施

設
。
子
育
て
に
関
す
る
相
談
も
で

き
ま
す
　

主
要
施
設
糸
子
育
て
支

援
セ
ン
タ
ー
、
つ
ど
い
の
広
場

（
遊
び
の
広
場
）、サ
ー
ク
ル
活
動

室
、
絵
本
貸
し
出
し
コ
ー
ナ
ー
・

情
報
コ
ー
ナ
ー
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
・

サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
、
相
談
室

●
イ
メ
ー
ジ
　「
子
ど
も
の
育
ち
」

や「
子
育
て
支
援
」に
願
い
や
想
い

を
込
め
た
も
の

※
未
発
表
の
も
の
に
限
り
、
オ
リ

ジ
ナ
ル
作
品
で
あ
る
こ
と
。

●
応
募
方
法
　
９
月
１
日
昌
～
　１０

月
４
日
捷
に
、
は
が
き
か
、
は
が

き
大
の
用
紙
に
、
次
の
①
～
③
を

記
入
し
、
持
参（
松
掌
抄
を
除
く
）

か
郵
送
で
子
ど
も
課
子
育
て
支
援

係（
〒
　－

８
５
０
１
住
所
記
載

４４６

不
要
）へ

①
市
子
育
て
支
援
総
合
拠
点
施
設

の
愛
称

②
愛
称
に
込
め
た
ね
ら
い
・
意
図

（
外
国
語
の
愛
称
の
場
合
は
、

何
語
で
、
ど
う
い
う
意
味
な
の

か
を
記
入
）

③
郵
便
番
号
・
住
所
・
氏
名
・
電

話
番
号
・
年
齢
・
性
別
・
職
業

ま
た
は
学
校
名

※
は
が
き
か
、
は
が
き
大
の
用
紙

１
枚
に
つ
き
１
点
。
１
人
何
点

で
も
応
募
可
。

■問 
▼
子
ど
も
課

子
育
て
支
援
係

（
緯〈
　
〉２
２
２
９
）
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体
験
し
よ
う
！
親
育
て
教
室

市
子
育
て
支
援
総
合
拠
点
施
設

（
仮
称
）の
愛
称
募
集

イイメージイメージ図図

■
専
門
家
に
よ
る
個
人
相
談

●
時
間
　
午
後
１
時
・
２
時
・
３

時
・
４
時

●
定
員
　
８
人（
先
着
順
）

※
各
時
２
人
ま
で
。

●
内
容
　
人
付
き
合
い
の
方
法
、

仕
事
の
探
し
方
・
選
び
方
、
エ
ン

ト
リ
ー
シ
ー
ト
の
書
き
方
、
面
接

の
心
得
、
自
己
ア
ピ
ー
ル
な
ど
の

相
談

■
職
業
適
性
診
断

●
時
間
　
午
後
１
時
～
５
時

●
内
容
　
職
業
適
性
診
断
シ
ス
テ

ム
を
利
用
し
た
、
専
門
の
相
談
員

に
よ
る
相
談
援
助

★
　
月
　
日
晶
の
日
程

１０

１５

■
職
場
見
学
会

●
時
間
　
午
後
１
時
～
４
時
　
分
３０

●
定
員
　
　
人（
先
着
順
）

１０

●
内
容
　
市
内
事
業
所
の
職
場
見

学
と
人
事
・
労
務
担
当
者
の
講
話

　
求
職
活
動
中
の
み
な
さ
ん
の
職

業
生
活
設
計
や
キ
ャ
リ
ア
形
成
を

支
援
し
ま
す
。

●
と
き
　
９
月
　
日
昌
、
　
月
　

２９

１０

１５

日
晶

●
と
こ
ろ
　
文
化
セ
ン
タ
ー

●
対
象
　
　
歳
未
満
の
人
や
そ
の

４０

家
族

●
申
し
込
み
　
９
月
７
日
昇
午
前

９
時
か
ら
、
参
加
申
込
書
を
郵
送

か
フ
ァ
ク
ス
で
商
工
課（
〒
　－４４６

８
５
０
１
住
所
記
載
不
要
／
胃

〈
　
〉０
０
６
６
）へ

７６※
参
加
申
込
書
は
同
課
、
中
央
・

各
地
区
公
民
館
な
ど
で
配
布
。

定
員
の
あ
る
催
し
は
、
電
話
申

し
込
み
も
可
。
定
員
に
満
た
な

い
場
合
は
、
当
日
参
加
可
。

★
９
月
　
日
昌
の
日
程

２９

■
就
職
支
援
セ
ミ
ナ
ー

●
時
間
　
午
後
２
時
～
４
時

●
定
員
　
　
人（
先
着
順
）

２０

●
内
容
　「
採
用
さ
れ
る
の
は
ど

ん
な
人
？
」企
業
側
か
ら
み
た
、

欲
し
い
人
材
と
は

●
講
師
　
高
橋
 恵
  理
  子
 氏（
キ
ャ

え
 
り
 
こ

リ
ア
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
）

■問 
▼
商
工
課

（
緯〈
　
〉２
２
３
５
）
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ヤ
ン
グ
・
ジ
ョ
ブ
・
キ
ャ
ラ
バ
ン

Ｉ
Ｎ
安
城

　
市
指
定
管
理
者
選
定
委
員
会
で
、

平
成
　

年
度
管
理
運
営
実
績
の
評

２１

価
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
。
指
定
管

理
者
が
管
理
運
営
し
て
い
る
左
表

の
施
設
に
つ
い
て
、
す
べ
て
適
正

に
管
理
さ
れ
て
い
る
と
評
価
さ
れ

ま
し
た
。

　
詳
細
に
つ
い
て
は
、
経
営
管
理

課
、
市
政
情
報
コ
ー
ナ
ー
で
閲
覧

す
る
か
、
市
公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

評価結果指定管理者所在地施設名

○昭和建物管理叙
三河本社

御幸本町
５－１０勤労福祉会館

○叙日本メカトロ
ニクス

御幸本町
５－２５ほか

有料駐車場・
駐輪場

○叙愛知スイミン
グ三河安城支店

堀内町安下
１－１堀内公園

◎：特に優れている　△：努力が必要である
○：適正である　　　×：指定取り消しの検討が必要で
　　　　　　　　　　　　ある

■問
▼
経
営
管
理
課

（
緯〈
　
〉２
２
０
５
）

７１

指
定
管
理
者

評
価
結
果

住宅用火災警報器さえあれば…
　１９９５年に発生した阪神・淡路大震災。当時のニュース
は、毎日のように、被災現場の様子を伝えていました。
その中には、近年の災害ではあまり見られない、火災現
場からの生々しい映像も数多くありました。
　８月４日、消防庁が、今年６月時点での住宅用火災警
報器の普及率を発表しました。全国普及率は５８．４％。愛
知県は都道府県別で、全国第４位の７２．９％（衣浦東部広
域連合管内では７１．６％）と、比較的高い普及率となって
います。しかし、この数値は、本当に高いといえるので
しょうか？むしろ、平成２０年６月１日以降、住宅用火災
警報器の設置が義務化となったにもかかわらず、約４分
の１の家庭が、まだ設置していないという現状を、考え
なければならないと思います。
　昨年、愛知県の住宅火災による死者（自殺を除く）は６１
人。そのうち、住宅用火災警報器を設置していたかをみ

てみると、「設置あり」が１５人（２４．６％）、「設置なし」が４４人
（７２．１％）、「不明」が２人（３．３％）でした。やはり、未設置
の住宅で、死亡する確率が高くなっています。また、発
生経過別（死亡理由）では、「逃げ遅れ」が４７人（７７．０％）と、
大半を占めています。
　住宅用火災警報器をまだ設置していないみなさん。災
害が起きた場合を含め、日常生活での火災への対策とし
て、早急な設置をお願いします。


